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２
０
２
７
年
度
に
介
護
保
険
制
度
改
定
が

あ
り
ま
す
︒そ
の
制
度
改
正
が
改
悪
に
な
ら
な

い
よ
う
に﹁
生
活
ク
ラ
ブ
共
済
連
﹂主
催
︑﹁
介

護
を
崩
壊
さ
せ
な
い
実
行
委
員
会
﹂協
賛
に
よ

る
院
内
集
会
が
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
大
会

議
室
に
て
全
国
の
生
活
ク
ラ
ブ
単
協
と
組
合

員
︑Ａ
Ｃ
Ｔ
運
動
グ
ル
ー
プ
や
関
係
団
体
な
ど

の
１
７
０
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒
実

際
に
介
護
現
場
で
働
い
て
い
る
方
︑認
知
症

の
家
族
が
い
る
方
︑介
護
事
業
経
営
者
が
︑

そ
れ
ぞ
れ
の
切
実
な
思
い
を
訴
え
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑国
会
議
員
の
貴
重
な
意
見
も
伺

い
︑厚
生
労
働
省
に
要
望
を
提
言
し
ま
し

た
︒
院
内
集
会
の
最
後
に
立
憲
民
主
党
の

大
河
原
ま
さ
こ
衆
議
院
議
員
よ
り﹁
こ
れ
か

ら
も
共
に
声
を
上
げ
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
︒﹂と
力
強
い
言
葉
が
あ
り
︑参
加
者
全
員

で﹁
介
護
保
険
改
悪
を
止
め
る
ぞ
！
﹂と

一
致
団
結
の
声
を
高
ら
か
に
挙
げ
ま
し
た
︒

  

　　　　　

上
野
千
鶴
子
さ
ん
が
世
話
人
と
な
る﹁
ケ

ア
社
会
を
つ
く
る
会
﹂主
催
の
ス
ト
ッ
プ
！

介
護
崩
壊
の
院
内
集
会
が
参
議
院
会
館
・

大
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
︑許
さ
な
い
！
利

用
料
２
割
負
担
︑ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
有
料

化
︑要
介
護
１
・
２
の
介
護
保
険
外
し
を

テ
ー
マ
に
︑全
国
か
ら
30
人
の
発
言
者
の
怒

涛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
︑３
分
の
時
間
制

限
オ
ー
バ
ー
が
続
出
す
る
勢
い
︒こ
の
日
は

国
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
︑各
政
党
か
ら
立

憲
民
主
党
・
公
明
党
・
日
本
共
産
党
・
れ
い

わ
新
選
組
・
社
民
党
の
各
議
員
の
発
言
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
︑介
護
崩
壊
が
迫
る
こ

と
を
あ
ら
ゆ
る
審
議
の
場
面
で
訴
え
て
欲
し

い
と
思
い
ま
し
た
︒

　

今
回
︑急
遽
30
人
の
登
壇
者
と
し
て
主
催

者
か
ら
依
頼
が
あ
り
︑Ａ
Ｃ
Ｔ・
人
と
ま
ち
づ

く
り
の
代
表
が﹁
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
有
料

化
﹂反
対
の
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
︒

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
利
用
者
負
担
を
求

め
る
こ
と
は
相
談
業
務
の
原
則
に
反
す
る

こ
と
︑有
料
化
に
よ
っ
て
制
度
利
用
の
ハ
ー

ド
ル
を
高
め
︑利
用
抑
制
す
る
結
果
に
な
る

こ
と
︑何
よ
り
も
介
護
保
険
制
度
の
理
念
根

幹
に
反
す
る
こ
と
を
強
く
訴
え
ま
し
た
︒

　

会
場
の
参
加
者
１
８
０
人
と
大
勢
の
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
も
あ
り
︑最
後
に
ケ
ア
社
会
を

つ
く
る
世
話
人
の
小
島
美
里
さ
ん
か
ら
抗
議

声
明
が
あ
り
︑緊
急
集
会
・
ス
ト
ッ
プ
介
護

崩
壊
は
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

認知症と ともに歩む

Ａ
Ｃ
Ｔ・
人
と
ま
ち
づ
く
り
副
理
事
長  

石
塚 

幸
子

自宅への訪問の他に事業所へ来て頂
き、お身体の事や心の相談、生活の相談
など様々な事を共に伴走し支援をさせ
て頂いております。

ACTねりま事業所（練馬区）にて 

11月15日（土）の家族会は参加者23名。
行政書士の中野浩太郎氏を講師に迎え

「家族のため私のための終活セミナー」
を開催。葬儀や墓、相続、見守りサービス
など人生の終末期に関わるテーマにつ
いて、具体的な事例を交えてお話を聞き
ました。

一年の健康に感謝して、来年も健康に
過ごせますように祈りました。

ＡＣＴにしとうきょう家族会

ＡＣＴねりま事業所では
「障がい相談支援事業」を

行っております

ＡＣＴきた事業所スペースにて
月に一度の「はなカフェ」
2026年もお待ちしています

ACTにしとうきょう事業所（西東京市）開催

（北区）

２
０
２
７
年
度
介
護
保
険
改
正
が
迫
る
！

　
　

12
月
に
向
け
た
ダ
ブ
ル
院
内
集
会
報
告
で
す

　
　
　
　
　
　
︿ 

要
望 

﹀

①
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
10
割
給
付
の
維
持

②
在
宅
介
護
を
支
え
る
訪
問
介
護
・
通
所
介

護
を
地
域
支
援
事
業
に
移
す
こ
と
に
反
対

③
利
用
者
負
担
の
現
状
維
持
と
低
所
得
者
へ
の

対
策

④
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引
き
上
げ

⑤
人
材
不
足
が
危
惧
さ
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
︑

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
増
や
す
た
め
︑実
効
性
の
あ

る
施
策
づ
く
り

「
ス
ト
ッ
プ
！

　
　
　

   
介
護
崩
壊
」

２
０
２
５
年
12
月
５
日︵
金
︶

院
内
集
会

Ａ
Ｃ
Ｔ・
人
と
ま
ち
づ
く
り
理
事
長   
香
丸 
眞
理
子　

組織研修:管理者・リーダーの話し合い
見えない不調和を
      可視化すること

認知症研修
利用者の心をひらく　
 プロの「聴き方」、「伝え方」

法人主任ケアマネチーム企画研修

研修チーム チーム長  堂阪 直美　
（ACT にしとうきょう事業所）

2025年度 研修の報告

地域のケアマネより

院内集会 2025年11月13日（木）

「介護保険改悪を
　　　止めよう！」



転
ん
で
も
︑
転
ん
で
も
︑
自
分
の
家
で
自
由
に
生
き
た
い
の
だ

事業所詳細・おしらせ・イベントの予定・機関紙は HP でも。
お問い合わせ / TEL: 042-479-4810    

Ｅメール: office@act-hitotomachidukuri.org

https://act-hitotomachidukuri.org/

「ACT・人とまちづくり」の居宅介護支援事業所   /   TEL

ACTねりま  居宅介護支援事業所（練馬区）03-5946-6881 
ACTきた  居宅介護支援事業所（北区）03-5959-2241

ACTまちだ  居宅介護支援事業所（町田市）042-788-1561
ACTたま北  居宅介護支援事業所（東村山市）042-390-6301

ACTにしとうきょう  居宅介護支援事業所（西東京市）042-438-7416
（   ）内は事業所所在地

東
村
山
市　

大
澤
正
男
さ
ん︵
75
歳
︶

　
　
　
　
　

要
介
護
３︵
躁
鬱
病
／
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
︶

ACT　 アクト...

　大河内アサ子さん（93 歳、要介護４）は勉強が大好きで大学でたくさん学
び、大学の講師を務めていたこともありました。
　実家のお母様に助けられながら仕事と子育ての両立を頑張ってきました。
学んできたことを活かし、自宅で栄養学の教室「栄養開発研究所」を開き、特殊
栄養（薬膳）を広めてきた方です。娘が嫁いでからはずっと一人暮らしをして
います。
　2019 年に体調を崩し入院した後、地域の高齢者支援センターに相談し、ヘ
ルパーさんに家事援助を頼んだのが介護保険利用の始まりでした。
　昨年の３月中旬から以前から悪かった循環器の悪化で足の浮腫みが酷く、
皮膚科に入院して治療が必要になりました。1 ヶ月以上の入院で筋力の低下
が見られ、すぐに自宅には戻れない状態でした。リハビリ病院に転院し目標を
立てて機能訓練をしましたが、長い病院生活で効果があまりでないまま退院
となりました。在宅で暮らし続けることは難しいだろうと周囲の人たちが心
配する中、本人の意向を一番に考え、慣れ親しんだ自宅に戻ることを選択しま
した。家族を含めたチームは一丸となって退院までに在宅に戻るための環境
整備と支援内容について話し合い、準備を進
めました。娘には迷惑をかけずにできるだけ
のことは自分でやろうとする方なので、誰も
いない時間に自分で動いてしまい転倒するこ
とも何度かありました。ヒヤヒヤすることも
ありましたが、家族とサービスに関わる方々
との連携で、少しずつ機能の維持、回復につな
がっています。家族はお互いに思ったことを
伝えることで喧嘩になることもあるそうです
が、それでも思いやる心で前向きになれ、娘さ
んもセーブしていた仕事や地域活動を再開で
きています。

ACTまちだ事業所　小住 久美子

在宅介護で思うことは
人との出会いに恵まれると思えること

ケアマネより  ＊＊＊   一人の人を支えるには様々な方向からの支援が必要で
す。ケアマネはいつも試行錯誤です。本人の、自立し自宅で過ごしたいという
思いと、それを支える人たちの思いが一緒にならず、うまくいかないことも
たくさんあります。本人と家族を含めた支援者たちが、悩みや困ったことを
オープンにしてみんなで考えることで前に進めることもあります。嬉しいと
きや楽しいときは言葉にして笑いあうことが出来ればいいですね。

　
﹁
一
人
暮
ら
し
は
不
安
が
あ
り
ま
す
︒特
に
夜
は
色
々
考

え
る
と
眠
れ
な
く
な
り
ま
す
︒で
も
︑好
き
な
こ
と
を
し
て

マ
イ
ペ
ー
ス
に
生
活
し
た
い
の
で
老
人
ホ
ー
ム
に
は
入
り

ま
せ
ん
︒﹂
と
い
う
大
澤
さ
ん
︒令
和
４
年
妻
が
他
界
し
都

営
住
宅
に
一
人
で
お
住
ま
い
で
す
︒担
当
し
て
３
年
︒個
性

が
強
く
︑拘
り
が
強
く
︑一
筋
縄
に
で
は
い
か
な
い︵
？
︶方

で
は
あ
り
ま
す
が
︑中
々
︑興
味
深
い
利
用
者
で
す
︒

　

と
に
か
く
よ
く
転
倒
し
ま
す
︒一
人
で
は
絶
対
に
立
て

ま
せ
ん
︒自
宅
で
転
倒
し
て
１
１
０
番
︒お
巡
り
さ
ん
に
助

け
て
貰
い
ま
し
た
︒シ
ョ
ー
ト
利
用
前
に
ベ
ラ
ン
ダ
の
植

木
に
水
や
り
︒階
下
に
送
迎
車
を
み
て
慌
て
て
転
倒
︒

シ
ョ
ー
ト
職
員
に
起
こ
し
て
貰
い
無
事
シ
ョ
ー
ト
へ
︒ゴ

ミ
を
出
し
に
行
っ
て
転
倒
︒高
齢
な
ア
パ
ー
ト
住
人
が
夫

を
連
れ
て
き
て
２
人
で
立
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
︒公
道
で

転
倒
︑バ
ス
内
で
転
倒
︙
︒そ
の
度
に
誰
か
が
助
け
て
く
れ

ま
す
︒だ
か
ら
な
の
か
︑め
げ
ま
せ
ん
︒そ
う
い
え
ば
︑ご
本

人
は
人
が
好
き
︒そ
の
オ
ー
ラ
が
助
っ
人
を
呼
ぶ
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
︒

　

大
規
模
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
合
わ
ず
︑
地
域
密
着
の
小

規
模
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
変
え
た
ら
認
知
症
の
ご
婦
人
方

の
お
相
手
が
上
手
で
職
員
大
助
か
り
︒シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
は
︑言
語
障
害
が
あ
る
方
と
仲
良
く
な
っ
て
︑毎
月
一
緒

に
利
用
し
て
い
ま
す
︒介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い

年
末
年
始
は
幼
馴
染
み
が
何
か
と
世
話
を
し
て
く
れ
ま

す
︒因
み
に
︑毎
年
の
年
越
し
は
隣
県
在
住
の
娘
夫
婦
も
一

緒
で
す
︒

　

ご
自
身
で
で
き
る
こ
と
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹁
施
設
が
安
心
で
は
﹂と
つ
い
つ
い
思
っ
て
し
ま
う
私
で
す

が
︑
い
や
い
や
︑﹁
誰
か
が
助
け
て
く
れ
る
﹂に
違
い
な
い
︒

ケ
ア
マ
ネ
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑
こ
れ

か
ら
も
一
人
暮
ら
し
の
伴
走
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま

す
︒

　

誰
で
も
最
後
ま
で
自
立
し
て
人
の
世
話
に
な
ら
ず
に
生
活
す
る
事

を
望
ん
で
い
ま
す
が
︑思
う
よ
う
に
い
か
な
い
事
も
常
で
す
︒

　

在
宅
・
施
設
と
い
う
枠
を
超
え
て
人
は
ど
の
よ
う
に
そ
の
人
な
り
の

自
分
ら
し
さ
を
大
事
に
生
き
て
い
る
の
か
を
紹
介
い
た
し
ま
す
︒

︵ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
じ
み
の
職
員
か
ら
一
言 

︶

　

お
し
ゃ
れ
で
草
花
好
き
︒眠
れ
な
い
悩
み
が
あ
る
も
の

の
コ
ツ
コ
ツ
と
組
み
紐
編
み
を
続
け
て
い
ま
す
︒

　

何
よ
り
も
人
間
が
好
き
で
明
る
く
お
し
ゃ
べ
り
で
優
し

い
大
澤
さ
ん
で
す
︒

※

※
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ︵
短
期
入
所
生
活
介
護
／
療
養
介
護
︶

＊
ご
本
人
に
相
談
し
て
了
承
を
得
て
書
い
た
文
章
で
す
︒

Ａ
Ｃ
Ｔ
た
ま
北
事
業
所　

武
田 

恵

　ＡCＴ・人とまちづくりは、利用者の立場に立った公正中立なケアプラン作成のため、ま
た居宅介護支援サービスの質の向上を目的に２年に１度利用者アンケートを行っていま
す。 　ご協力ありがとうございました。

　アンケート集計の結果、当ケアマネ事業所
を利用する事に決めた理由としては地域包
括支援センターからの紹介が 70％でした。次
に 多 か っ た の は 家 族、知 人 か ら の 紹 介 で
14％。前回（２年前）のアンケートでは 52％
だったので、社会的に介護保険の窓口として
周知された結果ではないでしょうか。

　ケアマネージャーへの評価として全体的には「満足」「だいたい満足」の回答が多く、
「親身に対応して頂いている」「引き続きお願いしたい」「話を良く聞き優しく接してもら

え安心して頼りにしています」などのコメントを頂きました。
　また改善が必要な評価として「あまり専門的な事が分かっていない。受動的な仕事の
仕方だと思う」とのコメントも頂きました。
　介護保険の制度については、「この制度が存続できるよう切に願っている」「素人には
理解できない事が多い様に思う」「現制度と利用者の意識の差が乖離していると感じま
す。対象や制約等の縛りが多いのも利用しづらいと思う」とのコメントを頂きました。
　皆さまから頂いた貴重なご意見を今後の活動に活かし、必要な研修等を継続して行い
引き続き皆さまにご満足いただけるよう日々勉強しご支援させて頂けたらと思います。

利用者アンケート報告

自己評価チーム長　松瀬 益美（ACTたま北事業所）

調査期間：2025 年８月１日～８月 31 日　669 通配付
　　回収：411 通（回収率 61％）

問 1.  担当ケアマネジャーの言葉遣いや
      礼儀・態度に満足していますか

85.5%

407 件の回答

満足

だいたい満足
13.3%

どちらとも
いえない 1.2%
やや不満足 0%

祭りだわっしょい！
　　　　みんなでわっしょい！

※ 機関紙では事業所名を 「ACT ねりま事業所」など略称で表記しています

お孫さんからのプレゼントのお花


